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                            校長 長谷川 晋 
 

３月６日（金）に第 46回卒業証書授与式を挙行しました。式典に臨む卒業生の態度は、とても立派

でした。証書授与での心がこもった返事、凜とした礼法、卒業合唱の歌声と、一つ一つの所作から、

お世話になった方々や学校への感謝の気持ちが伝わってきました。また、１・２年生も参列し、国歌

や校歌を全校生徒で声高らかに歌いました。立ち会った一人一人の心に残る厳粛な式典になりました。 

卒業生の思いや行動力を引き継いだ在校生には、早くもすばらしい学びが見られています。 

２年生は、生徒の発案により実施が決まった入学式での歓迎合唱に向けて、練習に励んでいます。

１年生は、11日（水）に７名の講師をお招きして、「職業と生き方を考える講座～職業人に学ぶ～」 

を実施し、仕事のやりがいや魅力について理解を深め、将来について考える契機にしています。  
 
今月は生徒の皆さんに、卒業証書授与式の式辞の中で卒業生に贈った言葉を、下の枠内に紹介します。 
 
今、社会が大きく変わろうとしています。人工知能 AI は日々進化しており、人工知能に質問や指

示を与えると、瞬時に人工知能が答えを生成して示すなど、効率化や生産性の向上が加速する社会に
なっています。 
中１の１学期終業式や中３の英語の授業で学んだように、分身ロボット「OriHime（おりひめ）」を

開発した研究者の吉藤健太朗（よしふじけんたろう）さんは、こんな夢・志を語っています。 
 

人工知能が人を癒やしている未来よりも、 
親しい人同士がつながり、 

孤独でなくなる未来をつくりたい。 

  
孤独は、自分と向き合う時間ができて自己成長につながる良さがありますが、孤独が続いていくと、

寂しさや孤立感を感じるようになるなど、人の心を深く削っていきます。 
だからこそ、変化が加速する未来に必要なのは、優秀な人工知能よりも、人の孤独や痛みに気づき、

声をかけることができるあなたの存在です。 
 
この３年間を思い出してみてください。失敗して落ち込んだ日。うまくいかないで投げ出したくな

った時。そんなあなたを救ってくれたのは何だったでしょうか。 
人工知能が生成した答えや解決策ではなかったはずです。 
あなたの孤独やつらさを分かってくれた身近な存在。「無理しなくていいよ、そばにいるから」の

一言。そんな身近な存在や一言が、あなたを失意から立ち上がらせたのではありませんか。 
 
これから先、皆さんは激しい競争の中に身を置くことがあるでしょう。人と比べられ、評価され、

数字で測られることもあるでしょう。 
しかし、どうか忘れないでください。あなたの笑顔が、あなたの真剣なまなざしが、あなたのさり

げない言動が、誰かの人生を救うことがあります。ぜひ、誰かの孤独や痛みを見過ごさないで、気づ
いたら声をかけ、その誰かとつながりを持ってください。そして、あなた自身も、心の痛みを決して
一人で抱え込まないで、誰かとつながり続けてください。 
 
皆さんは、この社会を「孤独でなくなる未来」へと動かす力を持っています。 
 
 
令和７年度も、保護者や地域の皆様のご理解とご協力のおかげで、教育目標「豊かな心をもち た

くましく実践する生徒」の実現に向けて、充実した教育活動を展開することができました。皆様から
いただいた数々のお力添えに対し、心より感謝申し上げます。 
 

令和８年３月 18 日発行 
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【一年間取り組んできたこと】 

・スコラノート（スケジュールノート）を活用して、予定や計画を自ら 

管理する力の育成、プランニングタイムの実施 

・学習規律を整える自治的な活動（自己点検・相互評価）の推進 

・自他の考えの良さを生かし更に深める「学び合い」と、情報収集 

やプレゼン資料の作成を促す「タブレット端末の活用」 

・基礎・基本の定着を図る「まとめテスト」の実施 

・「知識・技能」や「思考・判断・表現」の育成を図るパフォーマンス課題 

や実技テストの設定、学習の達成度（何がどの程度できるように

なったか）を可視化するルーブリック表（評価規準表）の活用 

・分かる授業を目指した授業改善 

・読書に親しむ習慣づくりのための朝読書の実施 

・地域人材との学習会、学び場「放課後 JOTO JUKU」の実施 

 

・２つの「あ・じ・み」をキーワードに、自立した思いやりのある生徒 

・自他の良さに気付き、互いを認め合い、支え合い、高め合う生徒 
・夢や志をもち、あきらめずに粘り強く挑戦する生徒 

 

豊かな心をもち たくましく実践する生徒 

 

「人間関係・集団づくり」を基盤とした「知・徳・体」の充実 

知 

２つの「あ・じ・み」とは 

自立と思いやりのキーワード 

  あいさつ   ○あ    あいて   

   じかん    ○じ    じぶん 

 みだしなみ   ○み    みんな     

【１２月実施アンケートの肯定的評価の割合】 

◎授業がよく分かる生徒 

１年 83％、２年 73％、３年９1％ 

◎学習規律「チャイム着席・私語０・忘れ物０」 

を守っている生徒 

１年 84％、２年９2％、３年 93％ 

◎授業で、積極的に発言したり、仲間と関わっ

たりして意欲的に取り組んでいる生徒 

１年 67％、２年 69％、３年８7％ 

◎授業で、ICT を積極的に活用している生徒 

１年８４％、２年 87％、３年９3％ 

〇子どもは、計画的に家庭学習を行っている 

全校（１・２・３年）保護者の４0％ 

〇子どもは、授業の内容が理解できていると感じる 

全校（１・２・３年）保護者の６0％ 
 

考え、議論する道徳の授業（２年道徳） プランニングタイム（全校） 学び場「放課後 JOTO JUKU」（地域との交流） 

 ふるさと探究学習（３年総合） 光の反射を実物で学ぶ（１年理科） 

・自ら学び自ら考える力や問題解決力、表現力の育成 

・自他の考えの良さを生かし更に深める学び合いの推進 

・ＩＣＴ環境の効果的な活用など、分かる授業の創造 
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【一年間取り組んできたこと】 

・自他の良さに気付き、人間関係づくりを促す活動の設定 

・体育祭や合唱コンクールの振り返りで、感謝の気持ちを伝え合う 

メッセージ交換の実施 

・「ISSHIN プロジェクト」や「イントロクイズ」、「花植えボランティ

ア」など、生徒会新企画の立案と運営 

・いじめ見逃しゼロに向けた人間関係づくり活動（ＰＡ）の実施 

・命と絆を考える講座（３年生）や、学年共通指導案で行う部落問題 

学習、差別の現実に学ぶ教職員現地学習会の実施 

【一年間取り組んできたこと】 

・学校保健委員会による「睡眠」講演会や PTA 共催による SNS 講

演会の実施、メディア利用、生活習慣の向上に向けた啓発 

・給食だよりや保健だよりによる健康教育の推進と、歯肉炎予防 

教室（1 年生）の実施 

・体力テストの結果を活用した保健体育授業や部活動の取組 

・ペアやグループで課題を見出し、共に考え学ぶ保健体育授業の推進 

・定期的な食育講話・保健講話の実施 

・地域人材との交流会、遊び場「放課後 COMMUNITY SCHOOL」の実施 

 

【１２月実施アンケートの肯定的評価の割合】 

◎自分の良さを認めてくれたり、自分を高

めてくれたりする仲間がいる生徒 

１年９5％、２年９5％、３年 99% 

◎「人にも物にもやさしく思いやりの気持

ち」をもって、周りの人の気持ちを考え

た言葉がけや行動をしている生徒 

１年９４％、２年９4％、３年９9％ 

◎どんな理由があっても、いじめや差別は

よくないと思う生徒 

１年９8％、２年９８％、３年９９％ 

〇子どもは、思いやりの心や正義の心を

大切にしている 

全校（１・２・３年）保護者の９3％ 

〇子どもには、いじめや差別を許さない

態度が育まれている 

全校（１・２・３年）保護者の９４％ 
 

【１２月実施アンケートの肯定的評価の割合】 

◎何事に対しても、自分なりの目標をもち、 

あきらめずに粘り強く挑戦している生徒 

１年８3％、２年 79％、３年 93％ 

◎進んで身体を動かし、基礎体力向上に 

努めている生徒 

１年８0％、２年８１％、３年７3％ 

◎毎日、きちんと朝食を食べている生徒 

１年９4％、２年９5％、３年 88％ 

◎夜更かしをせず、7 時間以上睡眠を取る 

ようにしている生徒 

１年 81％、２年 7０％、３年 73％ 

〇子どもには、 規則正しい健康的な生活 

習慣が身についていると感じる 

全校（１・２・３年）保護者の 65％ 

〇子どもは、進んで体を動かし、基礎体力

の向上に努めていると感じる 

全校（１・２・３年）保護者の 63% 

体 

心を震わす合唱コンクール 

一人一人の思いをつないだ全員リレー 

課題解決を促す学び合い 

生き方講演会（２年総合） 

生徒会レク「城東アオハルタイム」（全校） 命と絆を考える講座（３年） 

いじめ見逃しゼロスクール集会（全校） 

ＳＮＳ講演会 

絆のバトンをつなぐ体育祭 

・互いを認め合い、支え合い、高め合う人間関係づく

り 

・正義を貫く心と自己有用感の涵養 

・自他の生命や人権を尊重する心と態度の育成 

・あきらめずに粘り強く挑戦する心の育成 
・運動に親しむなど、活力ある身体づくりと体力向上の取組 

・規則正しい健康的な生活習慣づくり 



第４６回卒業証書授与式が挙行されました！ 

うららかな春の光に包まれ、城東中学校卒業式が行われました。卒業生の凛とした表情からは３年間

で積み上げた自信が感じられました。愛情を注いでくれた家族、支えてくれた先生方、切磋琢磨した仲

間、そして地域の方々への思いを胸に学び舎を後にしました。在校生もその背中を心に刻み、決意を新

たにしたことでしょう。卒業生の前途が光り輝くものであることを職員一同心より願っています！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

令和８年度４月はじめの主な予定 
8日（水）１学期始業式   １５日（水）NRTテスト（国・数・英） 

9日（木）入学式    １５日（水）教育相談（～２３日） 

１０日（金）学校生活オリエンテーション  ２０日（月）３年学力調査（～３０日） 

生徒会オリエンテーション  ２７日（月）避難訓練① 

１３日（月）１年知能検査   ２８日（火）ＰＴＡ総会 

１４日（火）NRTテスト（社・理） 


